
 

 

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
に
よ
る
四
季
藻
場
の
造
成
事
例
に
つ
い
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は
じ
め
に 

近
年
の
藻
場
の
変
化
に
応
じ
た
藻
場
造
成
の
指

針
と
な
る
「
長
崎
県
に
お
け
る
磯
焼
け
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
平
成

二
四
年
に
作
成
し
、
そ
の
概
要
は
同
年
の
本
誌
八

月
号
に
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
事
例
を
あ
げ
て

紹
介
し
ま
す
。 

藻
場
造
成
に
取
り
組
む
場
合
は
、
ま
ず
、
地
先

の
漁
場
を
良
く
調
査
し
て
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の「
藻

場
の
類
型
表
」
（
※
Ｐ.

１
７
）
の
ど
の
衰
退
過
程

に
あ
る
の
か
な
ど
そ
の
実
態
を
知
り
、
藻
場
の
回

復
を
阻
害
す
る
要
因
と
そ
の
程
度
を
特
定
す
る
こ

と
（
※
ｐ.

４
１
〜
４
３
）
が
大
切
で
す
。
そ
の
上

で
、
阻
害
要
因
を
取
り
除
く
こ
と
と
、
そ
の
漁
場

に
適
し
た
増
殖
種
を
選
択
し
母
藻
投
入
な
ど
の
手

段
で
増
殖
に
根
気
よ
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
（
※
Ｐ.

４
４
〜
４
９
） 

今
回
は
、
こ
の
取
り
組
み
方
を
基
本
と
し
て
、

近
年
回
復
が
最
も
難
し
い
と
さ
れ
る
周
年
繁
茂
す

る
「
四
季
藻
場
」
に
つ
い
て
、
長
崎
市
高
浜
町
古

里
地
先
で
実
施
し
た
造
成
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
例
は
、
長
崎
鶴
洋
高
校
や
野
母
崎

三
和
漁
協
と
連
携
し
て
平
成
二
〇
年
七
月
か
ら
二

二
年
八
月
ま
で
行
っ
た
も
の
で
す
。 

※
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
中
の
ペ
ー
ジ
を
示
し
ま

す
。
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
県
資
源
管
理
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
参
照
で
き
ま
す
。 

http://www.pref.nagasaki.jp/shared/uplo

ads/2013/07/1374795840.pdf  

 

方 

法 

古
里
地
先
は
、
実
態
調
査
か
ら
、
以
前
は
ク
ロ

メ
と
数
種
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
か
ら
な
る
「
四
季
藻

場
」
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
〇
年

に
お
い
て
は
、
図
一
に
示
す
よ
う
に
、
岸
側
の
沿

岸
線
一
帯
は
広
大
な
磯
焼
け
帯
と
な
り
、
ム
ラ
サ

キ
ウ
ニ
を
主
体
に
、
密
度
は
一･

一
ｋ
ｇ
／
㎡
（
三

二
個
体
／
㎡
）
も
の
大
量
の
ウ
ニ
類
が
生
息
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
少
し
沖
合
い
に
は
ノ

コ
ギ
リ
モ
ク
主
体
の
約
二
．
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
藻

場
が
残
存
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
漁
場
で
は
、
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
が
残
存
す
る

場
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
魚
の
食
害
の
程
度
は
、 図１ 藻場造成の試験区と周囲の概況
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「
中
」
か
ら
「
小
」
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

高
密
度
に
生
息
す
る
ウ
ニ
類
が
回
復
阻
害
要
因
と

考
え
、
そ
の
除
去
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
に
し
、

増
殖
対
象
種
は
、
周
辺
に
残
存
し
「
四
季
藻
場
」

構
成
種
の
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
と
し
ま
し
た
。 

造
成
試
験
は
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
の
藻
場
に
近
い
磯

焼
け
帯
に
二
〇
×
二
〇
ｍ
（
四
〇
〇
㎡
）
の
試
験

区
を
設
け
、
平
成
二
〇
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て

継
続
的
な
ウ
ニ
駆
除
と
母
藻
投
入
を
行
い
ま
し

た
。
ウ
ニ
類
の
除
去
は
五
個
（
一
〇
〇
ｇ
以
下
）

／
㎡
以
下
を
目
標
値
と
し
て
図
二
に
示
す
よ
う
に

二
年
間
に
延
べ
八
回
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ノ

コ
ギ
リ
モ
ク
の
母
藻
投
入
は
成
熟
状
態
を
確
認
し

て
、
ピ
ー
ク
の
八
月
に
近
隣
の
藻
場
か
ら
間
引
い

て
、
平
成
二
〇
年
は
七
〇
㎏
、
二
一
年
に
は
五
〇

㎏
を
投
入
し
ま
し
た
。 

結 

果 

試
験
開
始
年
の
平
成
二
〇
年
と
、
二
年
後
の
平

成
二
二
年
に
お
け
る
試
験
区
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

（
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
主
体
）
の
分
布
を
図
三
、
試
験

区
の
中
央
部
の
状
況
の
写
真
を
図
四
に
示
し
ま

す
。
試
験
開
始
時
の
二
〇
年
七
月
は
、
図
四
の
左

図
と
同
様
な
磯
焼
け
帯
で
し
た
が
、
翌
年
の
二
一

年
四
月
に
は
母
藻
投
入
し
た
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
の
幼

体
の
着
生
と
、
ワ
カ
メ
の
繁
茂
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
、
同
年
十
二
月

に
は
試
験
区
の
半
分
以
上
に
分
布
し
、
二
二
年
四

月
に
は
区
域
の
大
部
分
が
点
生
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ワ
カ
メ
に
つ
い
て
は
、
前
年
四
月
か
ら

増
加
し
、
試
験
区
全
体
で
濃
密
な
繁
茂
と
な
り
ま

し
た
。 

試
験
開
始
か
ら
二
年
後
の
二
二
年
八
月
に
は
、

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
さ
ら
に
被
度
を
増
し
、
試
験
区 

図２ 植食性底生動物の生育密度の推移
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極点生（被度5％未満）

疎生（被度25～50％）

点生（被度5～25％）

図３ 平成20年7月と平成２２年8月のホンダワラ類の分布
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の
半
分
が
疎
生
と
な
っ
て
既
存
の
藻
場
と
ほ
ぼ
同

等
と
な
り
ま
し
た
。
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
は
、
最
大
藻

長
が
二
七
セ
ン
チ
に
生
長
し
、
一
部
の
も
の
で
は

成
熟
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

県
内
で
は
、
現
在
、
四
季
藻
場
が
減
少
し
、
そ

の
回
復
が
困
難
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
事
例
の
よ
う
に
、
魚
類
の
食
害
の
影
響
が
中

か
ら
小
程
度
の
場
所
で
は
四
季
藻
場
を
造
成
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
現
在
の
漁
場
が
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活

用
し
て
実
態
を
良
く
把
握
し
、
漁
場
に
適
し
た
方

法
を
選
択
し
て
、
根
気
強
く
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。 

最
後
に 

総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
近
年
の
環
境
変
化
に

よ
り
四
季
藻
場
の
回
復
が
難
し
く
な
る
な
か
、
新

た
な
藻
場
の
造
成
方
法
と
し
て
南
方
系
の
ホ
ン
ダ

ワ
ラ
類
を
活
用
し
た
春
藻
場
造
成
を
試
験
規
模
で

実
証
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
技
術
を
応
用

し
て
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
造
成
を
地
域
の
方

々
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
、
藻
場
造
成
を
よ
り
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め

の
技
術
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
成

功
事
例
を
重
ね
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
更
新
し
、

内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
担
当
：
塚
原
淳
一
郎
） 


